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研究トピックス

温暖化はコメ生産に影響するのか？

地球温暖化の進行が、コメの生産性や品質に大き

な影響をおよぼすことが懸念されています。温暖化

や異常気象にともなうコメの生産変動を正確に予測

し、将来の収量低下のリスクを評価するためには、

近年の気候変動が実際のコメ生産に及ぼしている影

響や要因を総合的に解析する必要があります。そこ

で、私たちは日本各地の水稲生産の変動要因を調べ

る目的で、アメダス地点ならびに気象官署における

気象データに物理環境モデルと生育モデルを組み合

わせた、「モデル結合型作物気象データベース」を開

発しました。

データベースの構造

データベースには、全国のアメダス地点（約850

地点）における1980年以降（地域によっては1976年

以降）の日別気象データが収納されています。アメダ

スでは気温、風速、降水量、日照時間の4つの基本

要素のみが測定されていますが、これに加えて各ア

メダス地点における、日射量と湿度の推定値と、蒸

散要求量の計算値も収納しました。後者はいずれも

作物生産に重要な影響を与える要素です。ここで日

射量は日照時間を用いた実験式より、湿度について

は近隣の気象官署のデータを利用して推定されてい

ます。また気象データの収納された各地点における、

地力保全基本調査による土壌データ（日本土壌協会）

も付加しました（図1）。

データベースには「物理環境モデル」と「生育モデ

ル」が組み込まれており、水稲の生育期間における

水田水温（日別）の推移、稔実や登熟に影響をおよぼ

す出穂・開花期における穂温（時別）、主要品種の生

育ステージやLAI（葉面積指数）などの評価が可能で

す（図1）。これらのモデルは、実測データに基づく詳

細な検証がすでになされています。

データベースの利用法

データベース上のメニュー画面、もしくはGoogle 

Earthの地図上から、任意のアメダスもしくは気象官

署地点を選ぶことによって、気象データを容易に取

り出すことができます（図2）。また選択した地点を対

象として、特定品種に対する出穂日や生育状況、出

穂日における穂温、葉温などの日変化を気象データ

から推定することができます（図3）。本データベース

はExcel上で動作するようになっていますが、日別気

象データに関しては、テキスト形式で取り出すことも

できます。
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図1　モデル結合型作物気象データベースの構造

�赤枠で囲んだ中央部分（黄色）がデータベース本体に該当
し、アメダス全地点（約850地点）における日別気象デー
タが収納されています。各地点における日射量と湿度は、
日照時間や近隣の気象官署（全国に約150地点）のデータ
を利用して推定されています。
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データベースの活用法

本データベースを既存の作物データベースや栽培

試験データと組み合わせることによって、近年の温

暖化傾向や気象変動が水稲におよぼしている影響を

解明する上で必要なデータセットを、きわめて容易

に作成することができます。そして、これらデータを

解析することによって、水稲生産の将来予測や収量

低下のリスク評価、温暖化や気候変動に対する適応

技術の開発などに大きく貢献することが期待されま

す。

現在、本データベースのWeb公開版の準備を進め

ており、平成21年3月までには公開できる予定です。

また、DVD版についても同時に配布を予定していま

すので下記にお問い合わせください。

問い合わせ先：
〒305-8604　つくば市観音台３−１−３

（独）農業環境技術研究所
広報情報室 広報グループ（電話･FAX：029-838-8191）

�

図3　データベース上での計算例

�任意の観測地点を選択し、特定品
種に対する出穂日や生育状況を
生育モデルによって予測するこ
とができます（上の表）。出穂日に
おける穂温、葉温などの日変化
は、物理環境モデルによって推定
することができます（下の表、グ
ラフは穂温の計算例）。

図2　気象データの表示例（Google Earthの地図上からの選択）

�データベース上のメニュー画面もしくはGoogle Earthの地図上から、任意のアメダス地点を選
ぶことによって、日本各地の日別の気象データを容易に取り出すことができます。
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